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SUMMARY OF EXECUTION AND RESULTS 
 

 水チェレンコフ検出器の  wa ve l eng th  sh i f t e r  濃度依存性に関しては予定していたデ

ータの収集を無事終了して、現在解析中。  

 

 また、ＶＭＥ，ＣＡＭＡＣの両方のＤＡＱを立ち上げ、二種類のＤＡＱでデータを

取るという試みも成功した。実験の最終段階ではＦＰＧＡを用いたプログラマブルト

リガーモジュール（ T UL - 8 0 4 0）を用いたトリガーでＮＩＭ回路を置き換えることに成

功した。  

 

 フロリダ国際大グループは簡易ＲＩＣＨのテストを行い、現在データ解析中である。

 
EXECUTED MACHINE TIME,  BEAM  CONDITION,  DOWN TIME e t c .  
 
 

６月１２日１：４０～２：３０ LINAC ダウン  

６月１４日８：４５Ｅｍｉｔｔａｎｃｅ測定後水漏れ１７：３０までビームストップ  

 
COMMENTS 
 ４ 年 生 の実習を行わせていただきありがとうございました。４年生も自分たちのデータを大学
に持って帰り解析の実習を行っております。  
 
 実 験 中 、ＰＭＴ信号等に 2 0 u s  周期、 6 u s  程度の期間 8 0 m V程度の大きなノイズが載っていまし
た。ビームと同期していなかったので、この期間は D A Qを v e t oしてデータには問題がありません
が、時間効率が悪いので今後も続くようならば、原因を解明する必要があると思います。  

 


